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11 月に「過重労働解消キャンペーン」を実施します 
～ 使用者団体に対して「働き方改革」に向けた取組を要請します ～ 

  

秋田労働局（局長 松本安彦）では、厚生労働省が定める 11 月の「過労死等防止啓発

月間」の一環として、「過重労働解消キャンペーン」等を実施します。 

過重労働解消キャンペーンでは、過労死等の防止の重要性について国民に関心と理解

を深めていただくために月間やキャンペーンの周知を行うほか、著しい過重労働や悪質

な賃金不払残業などの撲滅に向けた監督指導や全国一斉の無料電話相談を行うことな

どで過重労働の解消を目指しています。また、過労死等防止対策推進シンポジウムを開

催します。 

このキャンペーンに先立ち、下記のとおり労働局長が経済団体を訪問し、「長時間労

働削減をはじめとする『働き方改革』に向けた取組に関する要請」を行います。また、

昨年に引き続き、労働局長が、ベストプラクティス企業へ職場訪問を行い、職場での過

重労働防止の取組状況を確認することとしています。（ベストプラクティス企業訪問は、

日程が決定次第、公表する予定です。） 

  

記 

 

 ● 使用者団体への要請  

日 時   平成２９年１０月２７日（金）  ９時 30分～ 

場 所   秋田県商工会議所連合会（会長 三浦廣巳） 

（秋田市旭北錦町１番４７号 秋田県商工会館１階） 

   ※ 取材される場合は、事前に秋田労働局監督課（018－862－6682：担当 佐々木又は

袴田）までご連絡をお願いします。 

このほか、経済団体（一般社団法人秋田経営者協会、秋田県中小企業団体中

央会、秋田県商工会連合会等）、労働組合（日本労働組合総連合会秋田県連合会、

秋田県労働組合総連合）をはじめ、業界団体に対して要請を行うこととしてい

ます。 

≪過重労働解消キャンペーン特設ページ≫ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/campaign.html 

平成２９年１０月２０日 

【照会先】 

秋田労働局 労働基準部 監督課 

 監督課長     町 田 良 則 

  監督係長     袴  田   周 

  電話 ０１８－８６２－６６８２ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/roudoukijun/campaign.html


 

                 

平成 29 年度過重労働解消キャンペーン等の概要 
 
１ 実施期間 

  平成 29 年 11 月１日（水）から 11 月 30 日（木）までの１か月間 
 
 
２ 具体的な取組 

（１）労使の主体的な取組を促します 

キャンペーンの実施に先立ち、秋田労働局長等が使用者団体や労働組合に対し、長時間

労働削減に向けた取組に関する周知・啓発などの実施について、協力要請を行い、労使の

主体的な取組を促します。 

   

 

 
 

（２）秋田労働局長によるベストプラクティス企業への職場訪問を実施します 

   秋田労働局長が県内で長時間労働削減に向けた積極的な取組を行っている「ベストプラ

クティス企業」を訪問し、取組事例を報道等により地域に紹介します。 

   ※この労働局長の職場訪問を実施するに当たって、別途事前に記者発表を行います。 

また、訪問実施後も訪問の様子や当該企業の取組事例等について記者発表を行います。 
 
 

（３）過重労働が行われている事業場などへの重点監督を実施します 

  ア 監督の対象とする事業場等   

ⅰ 労働基準監督署及びハローワークに寄せられた相談・情報等から、恒常的な長時間労

働や賃金不払い残業等を把握し、重点監督を実施します。 

  ※必要に応じ夜間の立ち入りを実施します。 

   ⅱ 長時間にわたる過重な労働による過労死等に係る労災請求が行われた事業場等に対

して、重点監督を実施します。 

   イ 重大・悪質な違反が確認された場合は、送検し、公表します。 
 
 

（４）電話相談を実施します 

フリーダイヤルによる全国一斉の「過重労働解消相談ダイヤル」を実施し、過重労働を

はじめとした労働条件全般にわたり、都道府県労働局の担当官が相談に応じます。 

 

 

 

０１２０
フリーダイヤル

－７９４
なくしましょう

－７１３
長 い 残 業

 

平成 29年 10月 28日（土）９：00～17：00 

 

 

   ※「過重労働解消相談ダイヤル」以外にも、相談や情報提供を受け付けます。 

  

ア 最寄りの都道府県労働局または労働基準監督署（開庁時間 平日８：30～17：15） 



 

                 

   イ 労働条件相談ほっとライン【委託事業】 

      平日夜間・土日に、誰でも労働条件に関して、無料で相談を受け付けています。 

０１２０
フリーダイヤル

－８１１
は い ！

－６１０
労 働

 

月～金（17：00～22：00）、土・日（10：00～17：00） 

（12月 29日～1月 3日は除く） 

URL:http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyo

ku/0000088148.pdf 

   ウ 労働基準関係情報メール窓口 

      労働基準法等の問題がある事業場に関する情報を受け付けています。 

URL:http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukij

un/mail_madoguchi.html  

 
  

 

（５）周知・啓発を実施します 

使用者等へのリーフレットの配布、広報誌、ホームページの活用により、キャンペーン

の趣旨などについて広く国民に周知を図ります。 
 

（６）その他 

「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催します 

      過労死等の防止のための活動を行う民間団体と連携して「過労死等防止対策推進シンポ

ジウム」【委託事業】を開催します。 

       

 

 

 

 

 

 

 

URL:https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/ 
TEL:0120－976－344（月～金 9:00～17:30） 

 

 

  

 

 

 

 

（参考） 

「過労死等」とは･･･業務における過重な負荷による脳血管疾患もしくは心臓疾患を原因とする

死亡、もしくは業務における強い心理的負荷による精神障害を原因とする自

殺による死亡またはこれらの脳血管疾患、心臓疾患、精神障害をいいます。 

労働基準 メール窓口 検索 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000088148.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000088148.pdf
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/mail_madoguchi.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/mail_madoguchi.html
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/









